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１．はじめに 

本稿で述べる雨水滞水池築造工事は，河川内に雨水滞水池を耐震護岸と一体化構造として建設を行うもの

である．掘削工事に際しては盤ぶくれの恐れがある帯水層を地盤改良により遮水壁を構築し，リリーフウェル

による揚水で減圧を行う計画であるが，遮水壁からの漏水により背面地盤に水位低下が生じることが考えら

れ，粘土層の圧密沈下により周辺構造物への影響が懸念された．本検討では，有限要素法による準３次元浸透

流解析により周辺地盤における地下水位低下量を求め，地下水位低下に伴う粘土層の圧密沈下および砂・砂礫

層の即時沈下の予測を行った． 

２．工事概要  

図-1に施工位置の平面図，図-2に土質縦断図を示す．施工位置は，断層から派生した撓曲部に位置し，地層

が東から西に向けて傾斜した地層構造となっており，沖積層の下に洪積層の砂･砂礫と粘土層が交互に堆積し

た状況にある．当工区での掘削工事は，Dc2層まで鋼管矢板を打設し，Dg2と Ds2層（以下，第１帯水層と称

す）は地盤改良により遮水壁を造成し，遮水壁内をリリーフウェルにより地下水圧を減圧させて行った．また，

事前揚水試験により第１帯水層を揚水した場合，Ds3

および Ds4層（以下，第２帯水層と称す）にも連動

して第１帯水層の 25～50％の水位低下が観測され

た．また，この揚水により背面地盤に水位が低下し，

沈下が生じた場合に最も影響の大きい構造物は，構

造物 A（図-1に図示）であり，許容沈下量は 5mm（絶

対値）である．なお，地下水位は OP+1.3～1.4m付近

にあった． 

３．周辺地盤の沈下予測 

 構造物A における揚水に伴

う沈下量が許容沈下量以内に

抑制可能であることを確認す

るために有限要素法による浸

透流解析により水位低下量を

推定し，水位低下に伴う粘土

層の圧密沈下および砂・砂礫

層の即時沈下を求めた． 

１）浸透流解析 

 図-3 に解析に用いた有限

要素メッシュのうち，掘削域

の拡大図，表-1に浸透流解析

条件を示す．第１帯水層の水
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図-1 施工位置の平面図 
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図-2 施工位置の断面図 
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位低下量は Dc2 層に対する盤ぶくれ計算より設定し

た．また，事前揚水試験で第２帯水層にも水位低下が

生じたため，浸透流解析においても事前揚水試験で生

じた第１帯水層の水位低下量に対する比率分の水位

低下を第２帯水層において考慮した．図-4 に浸透流

解析における水位低下分布を示す．山留め壁内の水位

低下に伴う構造物 A 地点における水位低下量は第１帯

水層が 1.31m，第２帯水層が 2.93mと求められた． 

２）掘削過程を考慮した水位低下に伴う沈下解析 

 構造物 A 地点における水位低下による Dc2 および

Dc4 層の圧密沈下量を求めるために一次元圧密沈下解

析を行った．水位低下条件は，浸透流解析により求めら

れた構造物 A 地点における水位低下量に掘削過程毎の

段階的な水位低下を考慮して設定し，解析パラメータと

なる圧縮指数 Cc, 圧密係数 cv，初期間隙比 e0 は，Dc2

層の深度毎に実施した定ひずみ速度圧密試験結果より

設定した．また，砂･砂礫層の即時沈下は，各層の平均

N 値より，式(1)～(3)により沈下量を求めた． 
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E：ヤング係数，N：平均 N値，ｍ
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S：即時沈下，H：層厚，	∆p：有効応力増分 

 図-5 に Dc2 および Dc4 層の圧密沈下解析結果を示

す．圧密沈下量は掘削過程毎の段階揚水を行うことによ

り Dc2層が 1.27mm, Dc4層が 1.09㎜，式(1)～(3)で算出

される砂･砂礫層の即時沈下は 2.24㎜であり，全沈下量

は 4.6㎜と求められ，本施工条件により構造物 A を許容

沈下量以内に抑制できることを確認した． 

４．まとめ 

 本工事においては，揚水に伴う圧密沈下による周辺

構造物への影響が懸念されたため，浸透流解析および

沈下解析を行い，水位低下に伴う周辺構造物の沈下が

許容値以内であることを確認した．実工事では情報化

施工を導入して，掘削が終了した時点においても許容

沈下以内であることを確認しており，継続してリアル

タイムの計測管理を行っている． 
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図-4 浸透流解析における水位低下分布図 

図-5 施工過程を考慮した圧密沈下解析 
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図-3 有限要素メッシュ図 

表-1 浸透流解析条件 
解析条件 設定根拠

帯水層の
透水係数

第１帯水層：8.46×10-3(cm/sec)

第２帯水層：1.85×10-4(cm/sec)
現場揚水試験結果より

遮水壁内側の
水位低下量

第１帯水層　8.3～10.7m
第２帯水層　2.6～4.15m

第１帯水層：盤ぶくれ防止
第２帯水層：揚水試験における水位低下割合
※第１帯水層における水位低下の25～50%

遮水壁の
透水係数

5.0×10-6～1.0×10-5(cm/sec) 地盤改良
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